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ダム湖の堆砂対策としての「置き土」が劣化した河川環境と 

生物多様性を同時に回復させることを初めて検証 

 

奈良女子大学准教授 片野泉，北海道大学准教授 根岸淳二郎，熊本大学准教授 皆川朋子，兵庫県

立大学准教授 土居秀幸，徳島大学准教授 河口洋一，（国研）土木研究所・名古屋工業大学教授 萱場

祐一から成る研究チームは，ダム湖内の堆砂対策として全国のダム河川で実施されている「ダム下流域への置き

土」（以後、「土砂還元」）が，河床環境の改善のみならず，生物群集や生物多様性をも改善することを初めて 

定量的に検証しました。本研究の成果から，ダム河川における「土砂還元」事業が生物の個性豊かな川づくりを可

能にすると期待できます。また本研究は，劣化した河川生態系を改善するには適切な土砂量が重要であることを指

摘することで，今後の「土砂還元」事業の手法についても提案しました。 

本研究成果は，令和３年(2021年）４月 8日 18時（日本時間）に，英国科学誌「Scientific Reports」に

オンライン掲載されます。 

 

（１）研究の背景 

日本は世界有数のダム大国であり，国内には約2,700基ものダムが設置されています。未だ世界中でダムの建設

が続き，多くのダム湖内では土砂堆積が問題となる一方，ダム下流域では主に土砂不足が引き起こす河川環境・

生物群集の機能劣化が問題となってきました（図１）。日本やスイスなどで試行されているダム下流域での「土砂還 

図１ ダム下流域における環境改変例 
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元」は，ダム湖内に堆積した土砂を掘削してダム下流域へと運び，河道に土砂を戻すもので，当初は湖内堆砂対

策として行われてきました。ダム下流域の粗粒化した河床に土砂を再供給することから，近年，環境緩和策としての

効果が指摘されましたが，河川生物に及ぼす影響は不明のままでした。 

 

（２）今回の研究成果 

本研究では，阿木川ダム（岐阜県恵那市・木曽川水系阿木川）下流で実施された「土砂還元」（写真１）の

前後で野外調査を実施し，18 の環境要因，220 分類群・26 万個体以上から成る底生動物群集の構造を詳細

に比較しました。 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 阿木川ダム全景（左），土砂還元の様子（右） 写真２ 付着藻類が厚く繁茂した石 

土砂還元前には，土砂が少なく，付着藻類がべったりと厚く繁茂する河床環境（写真２）に，安定した巨礫に

固着して流下プランクトンを食べる造網性トビケラ（巣に網を張り，流れてくる有機物を濾過して食べるイモムシ）の

みが著しく優占する，種多様性の低い生物群集が成立していました。一方，土砂還元後の河床には，巨礫から土

砂までの河床材料がバランスよく存在し，土砂を巣材として使い，付着藻類を剥がして食べる携巣性トビケラが増え

（写真３），プランクトン食・藻類食・落葉食・肉食などの多様な機能を持つ分類群がバランスよく生息する種多様

性の高い生物群集へと変化していました。 

写真３ 土砂還元後に増加する携巣性トビケラ 

   ヤマトビケラ（左，バーは 1mm），グマガトビケラ（中央），タテヒゲナガトビケラ (右） 
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携巣性トビケラは付着藻類の著しい繁茂を抑制し，多様な生物が利用しやすいスムースな礫面を提供します。本

研究で増えた携巣性トビケラの巣材を詳細に分析したところ，「土砂還元」で使用されたものと同じ粒径の砂であるこ

とを発見しました（図２）。つまり，土砂還元で供給された土砂は，河床材料のバランスを整えるだけでなく，土砂

を利用する生物（携巣性トビケラ）の増加を介して，他の生物（付着藻類）に影響を与え（生物間相互作用），

健全な生物群集への回復を促した可能性が示唆されました。 

本研究に関連した論文として，著者らの研究グループはこれまでに自然状態の高い支川が流入するダム下流域で

は，支川から適度な量の土砂が継続して供給されるため，河床環境や生物群集が回復することを報告しました

(Katano et al. 2009)。支川流入は本研究の「土砂還元」と効果は似ていますが，「土砂還元」は一時的な土砂

の供給であることから，その効果は支川流入とは異なり継続的ではないと考えられます。また本来，河床に存在する

土砂は動きやすく不安定であり，量が多すぎると生物群集も貧相になることが知られています。本研究では，「土砂

還元」は継続的なものではなく，適正な量で行うことが重要であるとの注意喚起も合わせて行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 携巣性トビケラの巣材の粒度分布（上）と河床・還元土砂の粒径分布（下） 



PRESS RELEASE 
 

 
 

（３）今後の展望 

土砂は本来，河川に大量に存在する自然資源です。本研究は，日本のみならず世界中に存在するダム河川下

流域において、自然資源を利用した「土砂還元」を適切に行うことで健全な河床環境や生物群集の回復が可能とな

ることを示唆しており，特に河川行政分野における重要な指針を示しています。 

河川は私たちの社会にとても身近な存在です。著者らの研究チームは，生物多様性の高い河川では人による河

川の利用が促進されることも示しています(生物多様性の文化的サービス，Doi et al. 2013)。本研究が示した効

果と注意点をふまえ，「土砂還元」を適切に行うことで，健全な河川生態系の回復と人間社会への文化的サービス

の向上を目指すことも可能になると考えられます。 
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本件に関するお問合せ先 

（研究内容のお問い合わせ） 

奈良女子大学 研究院自然科学系 准教授 片野泉 

TEL：090-9691-9373  

E-mail：katano@cc.nara-wu.ac.jp  

※お問い合わせは、なるべく E-mail にてお願いいたします。 
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